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同意に基づく決定書

標記事件につき、公益財団法人日木アンチ・ ドー ヒ
°

ング機構（以下「JADA」という。）は、日

本アンチ・ ドー ピング規程 （以下「本規程」という。）7.10.3項の規定に韮づき、 下記のとおり決

定する。

記

〔決 定〕

本規程2.8項の違反が認められる。

本規程10.8項に従い、 平成29年9月11 日から暫定的資格停止期間の開始日までに獲得され

た競技者のすべての個人成紹（平成29年度SUBARU日本カヌ ースプリント選手権大会 平

成29年度日本パラカヌ ー選手権大会 兼 2018カヌ ー スプリント・ パラカヌ ー海外派辿選手

一 次選考会における競技成紹を含む。）はいずれも失効し、かつ、上記期間において獲得され

たメダル、得点、 及び褒政はいずれも剥秤される。

本規程10.3.3項及び同I0.11.3.1 項に従い、平成29年12月13日より8年間の夜格停止とする。

〔理 由〕

平成29年9月11日に、平成29年度 SUBARU日本カヌ ースプリント選手権大会 平成29年

度日本パラカヌ ー 選手権大会 兼 2018カヌ ースプリント ・ パラカヌ ー悔外派遣選手一 次選

考会において実施された競技会検査（以下「本競技会検査」という。）の結果、競技者本人が

提出した狩料、 その他JADAが調杏を行った結果によれば、 以下 の事実が認められる。

本競技会検資において、 競技者と同 一競技において日本代表たる地位を争う立場にあった他

の競技者（以下「競技者x」という。）の検体からメタンジエノンの代謝物が検出された。 か

かるメタンジエノンは201 7 年禁止表国際基準（以下「禁止表」という。）における「SI. 蛋

白同化薬」において禁止物質とされているため、本規程2.8項に定める「禁止物質」に該当す

る。

競技者は、 自ら の競争相手であった競技者Xがドー ヒ
°

ング検査で陽性となった場合には、 自

らが東京2020オリンヒ
゜

ック ・ パラリンピック競技大会のメンバ ーとして選出される可能性が

底まると考え、競技者X を陥れる意図をもって、 かねてからメタンジエノンを含むステロイ

ドを自ら購入し、所持していたところ、 同日、 本競技大会において、 競技者Xが自分の ドリ




